
パ ー ル ・バ ッ グ のZYg2?2B魏 乃 に つ い て

志 賀 謙

[1]

文学作品の内包する意味の多様性が,そ の作品に対する評価の一尺度で

あることは論をまたない。そして,作 品のもつ意味の多様性は,作 者が意

図する,し ないにかかわらず,作 者の理念に裏づけちれて,作 品の表面に

にじみ出ている場合 もあれば,作 晶構成や,そ のために用いられる手法の

裏側にひそんでいる場合もある。この場合,作 者があらかじめ,そ れを意

識 していたかどうか とい うことよかも,作 者の手を離れた作品が,ユ つの

有機的世界 として,ど の程度め深み と変容性を具えているかとい う方が作

品にとって重大である。

この小論は,パ ール ・バ ックの女学理念に真正面から取組もうとするも

のではない。また,彼 女の全作品を通じて認められる,作 品構成や手法を

概説的に述べようとするものでもない。短篇 に属 す るVirgin.Birthと

い う1作 品だけを対象にし,作 品構成や手法といつ媒介物を通 じて,そ の
ゆ

作品の息づ く意味世界 を,作 品から飛 躍す ることな しに とらえて見 よ・うと

い うのが この小論の 目的であ嵐 つま り,研 究対 象から離れ て
,概 説 的,

抽 象的な研究 に走 りが ちにな るとい う文学研 究のもつ危険 を,つ とめてさ

け ・作 品 自体の スタイルを 目的的に追 求 しようとい うことで ある。見 方 を

かえてい うな らば,"ReadingReport"の1つ に過 ぎないもので あるが
,

とにか く9こ の作品の もつ,ユ っ:1っ の 意味を作品か ら離れず,で きるだ

け深 くさ ぐる ことに よって,こ の作品 自体 のスタイルを明ら か に す る の

が,こ の小 論の 目的であ る。
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パ ール ・バ ック(PearlS.Buck)は 人 生の前半 を中国で送 り,TheGood

Each(1931),Sons(1932),及 びAHouseDivided(1935)な どの,中 国

を舞台に した一一連の作 品に よって 世 に出で,1938年 に は,ノ ーベル文学

賞 を得 てい る。本 論で と りあげ るVirginBirthは,中 国 か ら帰 国 後,

1934年 か ら1947年 紀 かけて 彼女 が書 いた 作品 の1っ で あ り,"Fα7α η4

NearStoriesofJapan,China,andAmerica"の 題 で出 版 された 短篇

集 の中に収 められ てい るものである。

[II]

VirginBirthは1930年 代 のアメ リカの不況 を背景 にして書かれてい る。

女教師Marjorieは,同 僚Philipと 相 愛の仲で あ り,結 婚 の 約 束 ま

で と りかわ しているがz不 景気 のため,な か なか経済 的条件が揃 わない。

しか もふた りとも親を養わねばな らぬ境遇 にあるので,そ れ が,ふ た りの

結 婚を一層困難 にしてい る。その うちにMarjorieはPhilipの 種 をや どし

て しま う。それで もなお結婚の不可能な ことを知 ってい る彼 女は,な ん と

か手 を うとうと医者 にでかけて行 くのだが,そ こで,も う手術 す るには遅

す ぎる と冷た く言いわた され る。Marjorieは 仕 方な く,い よい よ結婚に

ふみ きらね ば と決心 して,そ れ をPhilipに 打 明 けよ うとす るのだが,打

明け る直前 に今度 はPhilipの 方 が突然婚約の解消 を申し出 る。Philipは,

結 婚 で きないのがわか ってい る ときに,そ の よ うな関 係 を 続 けて行 くの

は,危 険で,良 くない ことと訴えて,愛 に苦 しみ なが ら,婚 約 の解消 を求

め るので あった。Philipの 愛 を信 じ,し か も 彼 を傷 つける ことを恐れた

Marjorieは,誰 に も打明 けず,た だひ と りで子供 を生 もうと決 心す る。 医

者 のすす めか ら.夏 休み を利用 し,夏 期講座受講の名 目でシ カゴに出掛 け

たMarjorieは,そ こで,ひ そか に,出 産を済 ませ る。 しか し赤ん坊 は,

母 の顔 髫見 る こともな く,す ぐに養子 として他 人の手 にわた さ れ て し ま

う。 このよ うな,女 に しか経験で きない悲 しみに も耐 えて,Grotonの 町
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パール・バックのVirginBirthに ついて

に帰 ると,校 長が,彼 女のシ カゴ行 きの熱意をみ とめ て,給 料を あげて く

れ た ことを知 る。Marjorieは 思 わず,

"Hashe?I
amglad・ ・・…thenI'llhavemyownchildrenagain."

と 口ば しる。 それは,今 まで受 持 っていたクラスが,昇 任の結果,そ のま

ま高学年 に進級 して も,受 持つ ことが で きる とい う喜びの言 葉 で あ った

が,そ れ はまた同時 に,既 に人 の手 に渡 った 自分の子供に思いをめ ぐらし

なが ら,今 度 こそ結婚 して,自 分 の子供 をもつ こ とがで きるようにな るか

もしれ ない とい う喜 びの言葉で もあ った。 ・

VirginBirthと い うテーマは,昔 か ら多 くの作 品を生みだ してい る。 こ

れは,聖 母 マ リアの無原罪の懐胎 とい うImmaculateConceptionに よ っ

て,キ リス トが聖母 マ リアか ら生れた とす る処女生誕説 であるこ とはい う

までもない。そ こには,神 と女 性マ リア との関係が あるだけで,男 性 は こ

の生誕 には全然関与 していない。

PearlBuckのVirginBirthも,Marjorieが,社 会 的 には正 式 に結婚

してい ない とい う点でVirginで あ り,そ の彼女の懐胎 とい う意味に とれ

るが,そ れ は余 りに皮層 的な解釈 といわねば ならない。Y.7C..C..では む しろ,

無 原罪の マ リアの運命 に通 じるsinlessMarjorieに 焦 点を合 わ さねばな

らない。 愛す る こと,こ れ には罪はない。 愛 したが故 に,Marjorieが 得

た この くるしみは,彼 女の罪か ら生れた ものではな く,彼 女 を とりま く社

会か ら投 げつけ られた ものに過 ぎない。 ただ愛 したが故 に,く る しみ をひ

とりで耐 えねばならなか ったMarjorie,そ こには,現 代社会機構;「特 に経

済機構の もつ反人 間性 に対す る作者 のア イロニーが感 じられる 。 また,彼

女がPhilipに 打 明け ることも,ま して 彼か ら助けを うけ ることもな く,

た だひ と りで くる しみ に耐 え,さ び しさに うちか って子 供を生まねばなら

なか った とい う点で,こ のVirginfirthは 女性 のもつ力強 さ,高 貴 さを

象徴 する もの とも思われ る。
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しか し,女 性 のか弱さの背後 にある強 さ,高 貴 さを象徴 し,同 時 に,愛

と現代 社会機構 の背律 をテーマ とした作 品は何 ら珍 ら しい ものではない。

問題は,こ の ようなテーマが,ど の ような作 品ス タイルの中に昇華 してい

るか とい うことで あろ う。

Marjorieは 非 常 にきび し く不安 な状態にあ る。 彼 女に とって妊 娠はは

じめての経験 であ り,そ れ だけでも耐 えられ ぬ不安におそわれ る。 しか も

結婚前 の ことだけに,社 会 に対す る思惑 もあるし,Philipに 打 明けて頼 る

こともで きない。 更にPhilipの 愛 情 も,信 じてはい るが,そ れ で もやは

り心配 にな る。 また 自分 の子供 に対 する愛 惰もたちきらね ばな らない。

以上の よ うな,テ ーマや,女 性特 有のか弱 さ,後 妙 な心 のおのの きが,

VirginBirthに 於 い ては どのよ うな 作品 スタイルの 中で効果的に表現さ

れ てい るのであろ うか。そ してまた,ど の よ うな手法 に よって,こ の作品

の意味が倍加 され,多 様化 され,そ して普遍化 されてい るので あろ うか。

[皿]

この作品では,Marjorieひ と りに焦 点が あわ され,そ して無 意識 の層か

ら彼女 の意識面 に浮 びでて来 る,女 としての苦 しみや,子 供 に対す る愛情

が,そ してまた妊 娠か らくる不安定 で,川 面 の様 なMarjorieの 心 の状態

が,回 想形式や意識 の流れ的手法 によって効果的に表 現され てい る点がま

ず注 目をひ く。 この作 品は映画 でい うnarrativeの カ ヅ ト数 が16,つ ま

り,物 語 の推移 は16の 場 面転換に よって行 なわれ てい る。 しか し・ そ の

narrativeの 場 では殆ん どの場合,回 想場面 が挿入 され てお り,そ のため

narrativeの 流 れが随所 で,何 の予 告もなしに寸断 され る。 まずMarjorie

の 視 点か ら,現 実の状景があたへ られ る。 その うちに,そ の 現 実 の 状 景

の,ち ょっとした ものが動機 とな って,Marjorieの 意識 は回想 にすべ り

.こむ。 そ こか ら作者は序 々にMarjorieの 意 識の奥 に入 りこみ,女 性特有

の感覚 を踏台に して連想 の世界 を拡げ て行 く。そ して,読 者が・Marjorie
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パ ー ル ・バ ッ ク のVirginBirthに つ い て

の意識内の世界「にすつかりぴた りきらた頃,突 然,.:これ も何の予告もなし

に,前 の現実の状景につき戻される。 、"

 She (the woman) looked at Marjorie piteously. "Is the doctor nice?" she 

whispered.  "I'm awful afraid." 

 Marjorie was picking up her papers. Waiting so long, she had been able, 

almost, to finish correcting her arithmetic papers. She could go to bed early 

to night. She would tell Philip when he called that she had a headache. 

 She'  d been having  headaches lately,  it  was true enough. "Marjorie, you look 

all pulled down," her mother kept saying.  "It's only spring," she had answered 

listlessly. 

  •-• "he's nice  enough ," she said to the woman. "You needn't be afraid." 

The doctor had been nice enough, a new doctor who did not know  her, for 

of course she could not go to old Dr. MacGrath, who had always known. 

He had been quick and brusque she was glad for his cold clean eyes that 

had never seen her before. "Unmistakable," he had said. "Too late—three 

months along, I should say.   Next, please," he had said to the nurse, 

stripping off his rubber gloves. 
 "I'm afraid I'll  die!" The woman's dead gray eyes suddenly shone with 

living tears. She swallowed hard and blew her nose. "No that I have 

anything to live for," she went on, her voice broken, "I haven't anybody 

—not chick nor child—I always said if  I'd only had a  child  !" 
 "Yes

," said Marjorie quietly, "it would make a difference." she was 

drawing on her gloves. She wanted to get out of  this sad room,   (1)

上の引用文 は・Marjorieが 妊 娠 に気づ き・ は じめて・、見知 らぬ医者を

訪'れて,妊 娠3ケ 月と宣告 された後,心 を傷めなが ら,そ の待合室を出 よ

うとした時 の'状景であ る。 イタ リックの部分が,Marjorieの 意 識の開示

部分で ある。

物語 は過去形で進め られ るが,内 的意識の開示 の場合 には,.大 部分 が回

想形式 を通 じて行なわれ るため.,た だ過 去完了形 で読者 をチ ェック し,そ

れか らMarjorieの 心 理的過去 にさそい こむ ご と が 多 い。(Waitingso

long,shehadbeen～, .Thedoctorhadbeenん,)そ して内的独 白(第
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3人 称 の視 点が維持 され てい る点でindirectinteriormonologue)が 続

き,そ れ に よってMarjorieの 意 識が開示 され る。 したが って,回 想若 し

くは連想 とい うs内 的意識が開示 され る個所 では,す べ てが,過 去完 了で

表現 され てい るわけではない。 回想 の次元 の中にあって,感 覚 を踏台 に し

た連想 の世 界は,当 然不規則 な時制 の使用 を 強制す る。Marjorieが 回想

の世界 の中で感 じる被叙述体へ の距離感 によ って過去形が用い られ た り,

或 は過去 完了形が用いられた りす る。 つま り,そ れ に よって,Marjorieの

意識世界 は,ひ ろが りと,深 み をあた えられ てい るともいえ る。 これ は,

と りもなお さず,読 者 の意識 を対象 に近 づけた り;或 は遠 ざけた りす る と
チ

い う直接的効果を持つだけでなく,更 に読者は,作 者から課せられた,こ

のような深み,ひ ろがりとい う意識面での運動によって,自 分の想像面で

の 丘ctiona1な 次元を自然に深めて行 く。 また,回 想場面に於ける過去時

制には,意 識面に強 く映 じる歴史的現在の用法やあるいは意識内の想像的

発想 という元来が現在形であるべきものが,作 品の時制的限定のため過去

形 となって表われる場合や,単 なる過去を示す場合などがあって,そ のい
り

ずれも,narrativeに 於ける過去形とは違 った感覚を要求していることも

見逃せない。次の引用は,回 想部分だけの引用であるが,そ の中での過去

及び完了時制の使用が複雑な効果をあげている。

 Death! There were things in life so much worse than death. The words 

(death) came like an echo. Where had she heard them? She thought a 

moment and remembered. Her mother had said them to a neighbor. They 

were sitting by that day in Christmas vacation, that bright and wonderful 

day when she and Philip had had been to the island. She had come 

into the house at sunset, warm, excited, and tranquil together. The sky, 

when she shut the door, had been pellucid with the clear cold twilight—not 

a cloud—and there, behind the flat Wisconsin horizon, there was a long 

orange bar of sunset. 
 "--- No regrets?"  Philip had asked, staring down at her before he 
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パ ー ル ・バ ッ クのVirginBirthに つ い て

opened the door for her. His young, too-sensitive face was tense with 

waiting for her reply. 
 "Glad glad!" she had said

, her face brightly upturned. He had bent 

to kiss her quickly. 
 "Wife!" he whispered . 

 "Husband!" her lips had framed . 
 "We are husband and wife

," he had said, binding the words together. 

 She nodded, and slipped into the door. Out of the sitting room, her 

mother's voice came flatly, "But I always say, Mrs. Smith, there's even 

worse things than death."   (2)

この よ うに多分 に心理的手法 が用 いられ てお りなが ら,そ れでい て作品

に強力 な秩序 が見られ るのは,1つ に は視点の統一 によるところが 多い。

narrativeに しても,回 想に して も,す べて,Marjorieが 中心で あ り,そ

ノ

れだ けにnarrativeか ら回想 への移行 も,或 は回想か らnarrativeへ の復

帰 も,ち ょっとした 動機 で行 なわれ,そ こには何等叙述的 なsuggestion

も あた えられ ていないが,比 較 的スムースな場面換転が見 られ る。

さらに,こ の作品に安定 した秩 序をあたえてい るもの として,作 者 の,

conventionalな 小 説作法 との妥-協が ある。"意 識の流れ"の よ うな心理的

手法 を多分 に使 ってはいるが,PearlBuckが,そ の手法 の実際的追求 に

終始す る ことな く,あ くまでも,従 来 の小説形式 に対す る効果的 な1手 法

として用 い るに止ま った こと,こ れが1っ の力 となってい る。す なわち こ

の作 品には,確 かに意識の流 れ的手法が縦横 に使 われ てお り,そ こには,

represntedspeechやinteriormonologue更 にsoliloquyな ど も見 られ

る。 そ して,題 材その ものが容易に理解 され,し かも短篇 とい う利 点を持

ってい るために,ま るで恰好の"意 識の流れ作 品"の テキスrの 如 き感す

ら与 え るので あるが,反 面そのかげにあ る,先 にのべ た月並 みな程のテー

マ とプロ ヅ トが案外に強力な統一を作品 にあたえてい るのである。作 品の

前半 に於 いて効果的に,し か も多彩に心理的手 法を用い てい た作者 が,後
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半 に進 むにつれ てNarrativeを 多 く用い てい ることは,手 法の統一性の点

か ら,作 品に弱 点をあた えてい るともいえ るか も知れないが,回 想場面の

度 重な る挿入 によって生 じた読者 の心のサ スペ ンシ ョンが,快 い速度 で氷

解 し,作 品 を1つ の意味世界 として結実 させ ている点では,成 功 している。

この よ うな作品 としての スタイルの点か ら,も う1つ 注 目 さ れ る こ と

は,回 想 場 面 内 で の 深 み,ひ ろが りの運動 と共 に,交 互 にあ らわれ る

narrativeと 回想 が読者 の 心につ くり出すfictionalな 立 体感で ある。 読

者は,回 想場面の中で,現 在か ら過去,過 去か ら未 来へ とふ りまわされ

る。 この種の回想場面 の特徴 は,主 人公 のmoodを 闘接 的に表 現する と

共 に,読 者 を広い時の振幅 でふ りまわす ことに よって,多 くの事柄 を総括

酌 に,し か も一時に,表 現 し,読 者 に開示 出来 ることであ る。 しか しこれ

らの回想 だけで終 って しま うのな ら,論 理 的なつなが りの薄 い多 くの事柄

の よせ集 めにす ぎな くなる。 しか し,ViginBirthの 場 合,交 互 にあらわ

れ て くるnarrativeに よ って,そ れ らの事柄 の1っ1つ に 順次fictional

な生 命 があたえ られ て行 く。読者は,現 在 の時点 に立 ちなが ら,意 識が過

去 に もどった り,過 去か ら未来 に飛躍 した りして,作 品の流れ に応 じた理

解 に達 す ることは難 しいが,narrative,回 想,narrative,回 想g繰 り返

しのために,作 品の後半 に達す る と,多 数の事柄が同時的に,し か も個 々

別 々にではな く,互 いに関係 し合い なが ら表現 されてい るの を知 り加速度

的 に,意 味世界 がひろが り,充 実 して くるのを感 じるのであ る。

[N]

社 会 的にはゆ るされない妊娠 とい う事実 によって社会か ら孤立 し,そ の

孤 独感 か ら,そ してまた,未 だ経験 した ことのない出産をひかえて,心 身

とも不安定 にな ってい るMarjorieの 心 理は,こ の作 品で大 きな ウェイ ト

を もってい る。PearlBuckは この点,女 性 らしい細 かい感覚 で,そ の描

出 に成功 してい るが,そ の成功のかげ に,以 上のべた心理 的 手 法 を は じ
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めう幾多 の手法 が試み られ ている。

まず,作 品の導入部 が医者の待合室で ある とい う'こと,そ して この第1

の情景が数 多 くの画 想 によって 分断 され ている こと自体が,Mar30rieの

不 安 な心理 を,.そ してさち に彼 女の豊 富 な精神 内容を問接に,読 者 に暗示

してい る。 このMarjorieの 持 つ豊富 な精神 内容 が何 で あるか,そ してそ

れ らのもの に不安 とい う彩 りをあたえ てい るものが何 であ るか とい うこ と

がまだ読者 に明示 され てい ないだけに,こ の 冒頭の効 果は大 きい。 さ らにう

その回想場面 に於L・てばin寿erior・monologueに よ ってMarjorieの 不 安

な心理が効果的 に間接描写 されてい るだ けで な く,現 在のMarjorieが お.

牟 れ てい る外 的な リア リ.ティが,作 者 ρ介入な しに序 々に開示 され て成功

をお さめてい る。次の引用は,、waiting・ のmoodが 効 果的に出されてい

る,作 品の 冒頭 である。

  Marjorie Bair came out of the doctor's office, into the waiting room. 

 The same three people she had left  there looked up at her quickly.  They 

 had been waiting for her to come out so that they could take their turn. 

 All the time the doctor was making his examination she had thought of 

 them now and again, —they would be so tired waiting. She had waited so 

 long herself. Nearly all her holiday afternoon had gone into  waiting— 

 precious day, when she might have been with Philip. Philip had wanted 
her to go down the river with him to their little island. It was barely 

spring, but all winter  there had been fine days when they had gone. But 

this was the finest day of all. Philip could not understand why she could 

not go. And she had not made up her mind whether or not she would 

tell him. (3)

このように,冒 頭で暗示されたMarjorieの 不安と,そ の精神内容は,・

回想場面の内的独白たよって,序 々に姿をあらわし'てくる。

Thewoman-shookherhead."lknowlhavemydeathinme,"shesaid

heavily..・ ・・…Death!T-herewerethingsinlifesomuchworsethan

-death .The.wozdsca血eIike-anecho.Where-hadsheheardthem?She
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thoughtandremembered.Hermother.hadsaidthemtoaneighbor・ ・・…(4)

この待 合室で,或 る女 の患者の 口をつい てでた`death'と い う言葉が,

不 安定 なMarjorieの 意 識 に連想 を呼び起す。Therewerethingsinlife

somuchworsethandeath.と い うのは,引 用(2)で 示 されてい る通 り,

過 去 に母がそ の友達 に話 していた言葉なのだが,こ の場合birth(life)を

ひかえ て,Marjorieが 無 意識 の内に発 した内的独白で もあ る。 この言葉

か ら発 したMarjorieの 回 想 と連 想が,読 者には じめて,こ の作品の舞台

とMarjorieの 立 場 をお しえて くれ る。す なわ ち,彼 女 とPhilipの 関 係,

父 が死 んで母 とふた りっき りの生活,不 況の こ と,父 の死,遺 産,1)hilip

と の 出会い,結 婚 の不可能な ことな どが,叙 述は並列的ではあ るが,連 想

の効果 から,立 体 的に読者 の意識 にきざみつ けられ る。

さらに,こ の連想 のあ り方 が,Marjorieの 心 の傾斜 を示 している こと

も忘れ てはな らない。 すなわち,こ こでは,deathをkey-wordに し て

連想 がは じま るが,こ の連想は何度 とな くMarjorieとPhilipの 関係 に

帰 って くるとい う,音 楽 的構成 を持 っている。 つま り作 品の舞台が連想 に

よって呈示 され る一方,そ の舞台 の主 人公 も,そ の連想 のあ り方 に よって

呈示 され,Marjorieの 意 識の中心を占 めてい るものが何 であ るか が読者.

に 暗示 されてい るわけであ る。(引 用②参照)

又Marjorieが 医 者 を訪れて妊 娠であ ることを宣告 され,手 術す ること

も遅 く,も う生む以外には方法 がない ことを悟 って,家 に帰 り,母 を遊ば

せてか ら床につ くのであ るが,そ の床の中での回想 もまた,社 会から疎外

された不安や,Philipに 対 す る不 安,.結 婚 への希望な どをめま ぐるしく流

出させ て,彼 女の不安を象徴 している。PearlBuckは こ こでもrepre-

sentedspeech,interiormonologue,soliloquyな どを用 いて,10neliness

を基 調 にし,Marjorieの 意 識 内での外的 リア リテ ィのふれを描いて,彼

女 の不安 を暗示 し,知 性にではな く,感 性に訴え るような見事 なpassage
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をつ くりあげ てい る。 この部分に見 られ る繊細 さは,や は り女流作 家独得

の ものであ ろ う。

先程述べ た よ うに,作 品の前半には,心 理 的手法が多 く用い られ,導 入

部 としてMarjorieの 意 識の開示 に成 功 しているが,展 開部に於い ては,

大 部分がnarrativeの 形 を とってい る。 しか し,そ のnarrativeの 中 に

も,短 いinteriormonologueやrepresentedspeechが 時 々顔 を出 して

は,Marjorieの 意識 をのぞかせて くれて2描 写の 平 担 さ を す くってい

る・終結部 に於いてはふたたび,回 想 が多 く用 いられ てい る。

以上述 べ た ような構成 や心理的手法 に加味 して,さ らにコ ン ト ラ ス ト

が,効 果的 に用 いられ ている ことも注 目され る。 この作 品の主題は,不 安

にさいな まれ ながらVirginBirthに 耐 えて行 くMarjorieの 力 強 さ,高

貴 さであ るが,そ の与件 である生命 とい うものを見落 して は な ら な レ・。

PearlBuckは 生(命)に 対峙 させ て,女 性 の もつ強 さ,高 貴 さを強調 す る。

しか も,こ の場合,そ れ らをよ り強 く浮 き彫 りす るために,不 景 気 や,

Philipと の 関係,そ してまた夫 に先立 たれ,さ び しさか ら異状 な程狭隘 に

な った母 の執 よ うな愛情 とい った ものを11/larjorieに 投 げつけてい る。 こ

れ らはMarjorieの 限 定条件 として,主 題の女性の力強 さを表現す るのに

役立 ってい るが,同 時に,彼 女 の意識面 に 充実感 を あたえ てい る。 そ し

て,意 識面 の充実 したMarjorieを す ぐその まま生 命に対 峙 させ るのでは

な くて,作 者は,作 品の前半 に於い て,彼 女 を死 とい ういわば(一)の

moodの 中 に泳がせ るこ とによって,そ こに コン トラス トの効果 をね らっ

ている。 自分 の体 の中に,あ るいは新 しい1っ の生命が生れつつあ るので

はないか と不安 に思い,訪 ね てみた 医者 のその待合室で,Marjbrieか ま

のあた り見 た ものは,死 を体 内に宿 して 自分 の番を待 ってい る患者 たちの

陰 うつな顔 で あ り,子 供が ないために死をおそれてい る女 の悲 しみであ っ

た。
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Shewantedtogetoutofthis.sadroom,,wherethewoman.satwaiting

tobetoldshe.hadcancerinherbreast,wherethecoughing,haggard,

middleagedmanwaitingtobetoldhehadnolung.

Thewomanshookherhead:"Iknow..Ihave-mqdeathinme,"said

sheheavily."Idon'tknowwhyIcare"Death… …(5)

そ し て 引 用(4),(2)の よ う にdeathをkey-wordに し て,待 合 室 で の 意

識 の 流 れ が 始 ま る わ け な の で あ る が,そ の 意 識 の 中 心 は,こ の(一)の

moodに い さ さ か も お か さ れ な い,彼 女 とPhilipの 愛 と い う(+)の 意

識 で あ っ た 。

さ ら に,回 想 と 現 実 を コ ン トラ ス トで 結 び つ け る 場 合 も あ る 。

「まちがいあ りません」あの医者が云 っていたわ。 「3ケ 月ですね。

……もう遅すぎますよ,… …次の人,ど うぞ」あの医者はゴムの手袋を

ぬぎながら看護婦に云 っていたわ…… 「あたしは死ぬのが こわ い ん で

す」女の人の死んだような灰色の目がはじめて急に生き生 きとした涙で

ひかって来た。女の人はやっとのことで涙をのみこんでから,す すりあ

げた。 「いやね,な にも生甲斐があるというわけじゃないんですよ」…

…女の人は声をつまらせながら続けた。 「あたしには誰 もいないからな

んですよ。子供もいやしないし。あたしは,い つも子供さえあったら…

…とい っていたんですよ」

「そ うですわね」とマアヂ ョリは静かに答えた。 「お子 さんが,お あ

りになれば,そ れあちがいますとも」彼女は手袋をはめていた。 この悲

しみに盗れた部屋から早 く出て行きたいと思った。

これは引用(1)の 邦 訳であ る。 待合室に於 けるMarjorieの 回 想 が 丁 度

narrativeに 移 行 の場面で あるため,引 用 で は 文 意がは っき りしないか

も しれ な い。 「あた しは死ぬのが こわいんです」 とい女 の人の言葉 で,

Marjorieは 突 然現実にひ きもどされ る。 医者がひややかに 「次の人を入
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れ て くれ」 といい なが ら,ゴ ムの手 袋をぬいだ,そ の手袋 の イ メ ジ が,

まだ読者 の頭か ら消 えぬ うちに,Marjorieは 女 の人のや る せない くり言

をきい て,こ のみ じめな部屋か ら早 く出 て行 きたい と思 って,手 袋 をはめ

ていたのである。 この手袋 のイメジがnarrativeと 回 想 の コン トラ ス トを

一層深 めている
。 その外,Marjorieが 不 幸 にな るのをお それ て,な ん と

か子供 を うむまい としてい るに対 して,こ の女の人は子供 に恵 まれ ないが

故 に,一 層 死をおそれ てい る点や,ま た,先 にものべた終結部 に於 ける,

"myownchildren"の も つ対照 的な意味の二重性 など
,こ のpassageに

限 らず,多 くの コン トラス トが この作品にみ とめ られ る。

なお,つ いで なが ら,中 国で40有 余 年 を過 した女流作家 としてのPearI

Buckが 東 洋的な陰影を作品にあたえてい る点も見逃せ ない。 この作品の

設定,つ ま り,こ の種 のい くつかの限定的状況 の中に女 性を置 き,そ の反

応で女i生を描 こ うとしたPearlBuckの 方 法は,そ れ 自体,洋 の東 西を問

わず丈学作品に見 られ ることであ る。 しか しこのMarjorieの 限 定状況に

於け る意識 ・行 動は多分 に東洋的 といえる。与 え られた状況 に反撥 した り,

外 に解決 を求め るのではな く,た だ 自分1人 の問題 として 内に解決 を求め

る とい ったMarjorieの 生 活態度,そ してまた,母 の執 よ うな愛 清に嫌悪

を感 じなが らも,母 のさび しさをまぎ らわすため に,故 意 にチ ェッカーに

負ける とい うような感受性 な ど,そ れ らに40有 余 年 にわた る,作 者 の東

洋 との接触 の影響 を見 るのは,行 きす ぎであ ろうか。

以上,ViYginBiYthに 於 け る構成 と手法 を主に と りあげて きた。 意識の

流れの よ うな心理的手法が,現 代小説 の特異 な手法であ る とは言い難い。

これは何 も現代 に限 られた もので はな く,古 くはShakespeareの"Tobe

ornottobe"も また,且amletの 性 格 ・意識 を開示す るのに用い られた

心理的手法 の1つ といえる。ただ現代 では,外 的 な リア リテ ィよ りも,人

間の意識 とい う,つ かみに くい領域 に重 点がおかれ るた めに,現 代 になっ

一　:61



て特 にその手法 が大 きくと りあげ られ るようにな ったわけであ る。そ の点

か ら考 え ると,BirginBirthは,果 してMarjorieの 意 識が描写の 中心

であ るのか,或 はまた,Marjorieか 心 の中で,"Thewrongwaslaws

whichweremadeagainstlife.Butlifeknewnolawexceptits

ownrighttobe."と 叫 んでい るよ うな,人 間 と人間がつ く りだす関係,

そ の関係が持つ社会的意味が作品の 中心であ るのか,何 れ とも云い難 く,

何 れの面 も充分には追求 され てい ない よ うに見え る。 この点が作品の弱み

ともとられ るか も知れない。 しか し,逆 に,そ こに こそ,こ の作品の資質

が認め られ ないだ ろうか。 関係性 の追求 とい う外 的な追求だけ に終 ってし

ま うわ けで もな く,又 逆に,心 理面での実験 的な試 みに終始す るので もな

く,短 い作品 に,両 者を適 当に調和融合 させてい る点 こそ,こ の作品 に,

ス ケール こそ小 さいが,秩 序 あ る意味世 界をあたえ るもので は な か ろ う

か。
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